
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 思いを馳せ、心を整えた８月 

〇 私が教員としてスタートした平成元年の頃と現在では、夏の暑さが格段に変化してき

ているように感じます。一人の人間にとって人生の約半分となる４０年弱の年月は長い

といえますが、地球規模で考えますと僅か取るに足らない短い期間であるといえます。

そこで地球規模にとってその短い期間に、夏の暑さが格段に異なってきている現状は、

やはり相当深刻に受け止めなければならないと考えます。このまま地球温暖化が何百、

何千年も続いたとしたら、地球環境全てが大きく変化し、とても何万、何億年先のこと

まで想像することなどできません。地球上の生物及び人類の未来は、いったいどうなっ

ているのでしょうか。 

 

〇 このようなことを考えながら、８月はさらに広島原爆の日、長崎原爆の日、戦後８０

周年となる終戦記念日などの式典等に出席しているかのような気持ちで、テレビ中継を

視聴していました。そんな時、核兵器の悲惨さや戦争下の人々の悲しみや苦しみに思い

を馳せていました。改めて、当たり前ではない平和のありがたさをかみしめ今後も世界

の平和を願わずにおれませんでした。世界を見渡してみますと、ロシア・ウクライナの

ように今なお世界のどこかで紛争や戦争は起きています。ガザ地区のように人々は飢え

に苦しみ、大きな鍋や食器を手に持ち、食料を求める姿は世界に衝撃を与えています。 

 

〇 国内に目を移せば、大阪の火災現場で消防士２名が殉職されたこともありました。他

の生命を救うために自らの生命を失うことになってしまった消防士の尊い生命について

本人やご家族、同僚の気持ちに思いを馳せてみました。生命のはかなさ、かけがえのな

さが身に沁みました。 

 

〇 このようにじっくりと考え続けていた夏季休業期間中の最終日である８月３１日に、

「２４時間テレビ」を視聴したことにより、心を整えることができました。そして翌日

から始まる「第２学期」の学校経営に向けた意欲を急速に充電することができました。 
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２ 都小道研の主な予定                      

〇 １０月３１日（金） 東京都道徳講演会、地区理事・部長、指導教諭研修会 

（東京都教職員研修ｾﾝﾀｰ） 

   ２月 ６日（金） 臨時総会並びに研究発表会（昭島・田中小） 

 

３ 都小道研ＯＢ会との連携 

〇 １０月２８日（火） 都小道研ＯＢ会幹事会（江戸川・南小岩小） 

 

４ 関小道研との連携 

〇 １１月２８日（金） 関東地区小学校道徳教育研究大会茨城大会（土浦・土浦第二小） 

 

５ 全小道研との連携      

〇 １１月２０日（木）、２１日（金）全小道研全国大会広島大会（広島市・石内北小） 

   ２月１３日（金） 全小道研研究発表大会（日野・日野第一小） 

 

６ 都教委との連携 

〇 東京都道徳教育推進委員会「授業力向上セミナー（全３回）」  

第１回：10 月 ６日（月）13:25～  渋谷区立鳩森小学校 高橋 晶子 指導教諭 

～ 物事を多面的・多角的に考えるための工夫 ～ 

 

第２回：11 月 17 日（月）13:20～  中野区立桃花小学校 田尻 佑樹 主幹教諭 

～ 道徳科の授業におけるＩＣＴの活用 ～ 

 

第３回：12 月 ９日（火）13:35～  稲城市立長峰小学校 中野  学 指導教諭 

～ 自己を見つめるための工夫 ～ 


